
細された双農瓢の文化財直

（平成26年10月4日発行）
展示期間平成26年10月4日 （土）

～平成27年1月12日（月）
会 場まほろん特別展示室

（福品県文化財センター白河館）

〒961-0835
福島県白河市白坂一里段86

T E L 0248-21-0700（代）
F A X 0248-21-J.Q了5
述 ぶご幻まほろん

展示の開催にあたって

「被災文化財復興展」は、東日本大震災と原子力災害によって被災した双葉町歴史民

俗資料館・大熊町民俗伝承館・富岡町歴史民俗資料館から救出された文化財を公開し、

復興に向け、双葉郡の文化と歴史的風土をお伝えする

企画です。

第3回目となる今回は、会場を「くらしと生業」、

「歴史と遺産」、 「記憶と記録」に分け、世代を超え

て受け継がれてきた3町の歴史と伝統を紹介します。
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文化財レスキコーと
被災ミュージアム再興事業

原子力災害の影響は、双葉町・大熊町・富

岡町の各資料館にも及び、全町避難とインフ

ラの消失により、資料の安全な管理が困難と

なりました。そこで、 3町の文化財担当者と

国・県及び関係機関が一丸となって協力し、

平成24• 25年度文化財レスキュー事業に

よって各資料館から収蔵資料が搬出されまし

た。この救出資料は、ます、相馬市の旧相馬

女子高校校舎内に一時避難しました。

文化財レスキュー事業で救出された各館の

資料は、被災ミュージアム再興事業に引き継

がれ、点検・記録などの整理作業を経て、ま

ほろんの敷地内に建てられた「仮保管施設」

に収納されています。東京文化財研究所・福

島県立博物館による環境調査や指導を受けな

がら、救出資料の適正な管理に努めていま

す。

被災資料の搬出作業（富岡町）

・" まほろんでの整理作業



双葉町

3町のうち、最も北側に位置する双葉町
しんさん

は、昭和26年に新山町と長塚村が合併して
しねは

標葉町となり、昭和31年に改名して現在の

町名となりました。震災前の双葉町は、約

7,000人の人閃が暮らし、花や野菜などの

園芸栽培が盛んな地域でした。

双葉町の花は桜で、 双葉町章とともに「双

葉ダルマ」のデザインに用いられています。

双葉町ダルマ市は、 長塚商店街で開かれる新

春恒例の風物詩で、毎年、ダルマを買い求め

る人閃でにぎわいました

双葉町歴史民俗資料館は、 JR双葉駅から

南西へ徒歩で約5分の所にあります。開館は

平成4年で、ベージュと白の外壁が美しい資
きよ

料館です。 常設展示室には、国指定史跡 ・清
と さく

戸廻横穴壁画の精密な実物大模型があり、来

館者の目を引きました。
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双葉郡のほぽ中央に位置する大熊町は、大

野村と熊町村が昭和29年に合併して誕生し

ました。震災前の大熊町には、約 11,500

人の人図が暮らしていました。

大熊町のマスコットキャラクターは、可愛

い2匹の熊で、 特産の梨・キウイフルーツ・

鮭を抱えています。熊川の鮭漁は県内でも有
やな

名で、漁の最盛期となる 10月末頃は、鮭簗
ば

揚に多くの観光客が訪れました。

富岡町

3町のうち、最も南側に位置する富岡町

は、昭和30年に1日双葉町（旧上岡村が町制

施行して改称）と合併して現行の町域となり

ました。震災前の富岡町には、約 16,000

人の人図が暮らしていました。

町の木・花は、桜・ツッジで、夜ノ森公園

の桜トンネル、 JR夜ノ森駅構内のツッジは

町の自慢です。また、毎年8月 15日に行わ
はやま

れる「上手岡麓山神社の火祭り」は、福島県

の重要無形民俗文化財に指定されており、若
たいまつ

者が松明を担いで麓山の頂上まで一気に駆け

上がる勇壮な神事です。

大熊町民俗伝承館は、 JR大野駅から南西

へ徒歩で約3分の所にあります。開館は平成

8年で、お洒落な時計台がジンボルの資料館

です。館内には、昭和初期の民家や道具が展

示されてお

り、大熊町の

小学生が昔の

生活の様子を

学ぶ場として

も利用されて

大熊町民俗伝承館.........い吉ミした。

富岡町歴史民俗資料館は平成 16年に開館

し、役場に近い富岡町文化交流センター“学
こばま

びの森”内にあります。古瓦が出土した小浜
だい

代遺跡や幕末～明治時代に操業した滝川製鉄

遺跡などの資料が有名ですが、収蔵庫や埋蔵

文化財の整理室などバックヤードを積極的に

公開する施設としても知られていました。



くらしと生業
双葉町・大熊町・富岡町の各資料館から救

出された文化財には、この地域のくらしと生

業の移り変わりを知るための多数の資料があ

ります。

今回の展示では、 「双葉ダルマ市」のため

に地元で製作されたダルマや、かつての町場

の賑わいを伝える商店の「引き札」、その他

の商業用具と流通の記録、養蚕用具や漁具な

どの生業用具などを通して、この地域のくら

しと生業の一喘を紹介します。

桑かご

桑扱き
回転マブシ

歴史と遺産

ここでは、老古資料から古代における双葉

郡の歴史の一端を紹介します。大化の改新以
しめは いわ

前、現在の双葉郡は、おおよそ染羽国から石
き

城国と呼ばれた領域と重なります。ここでの

国とは、大和朝廷によって贋罰誓］に任命

された地方豪族が納める領地のことで、国造

制という支配体制は、 7世紀初めまでに成立

したとされています。

このころ、双葉郡を含む浜通り地方では、

壁画を描いた横穴墓も造られます。双葉町の

国指定史跡・清戸迫76号横穴墓の壁画は、

渦巻文のほか、人物や騎馬、狩猟の様子など

が確認されます。狩猟が軍事訓練を兼ねてい

たという見方もありますが、騎馬の姿は、後
ほうふつ

の「野馬追」を筍彿とさせます。
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双葉ダルマ（双葉町）

双葉地方を代表する新春行事「双葉ダルマ市」

は、もとは旧正月 13日に、近年は新暦の 1月第2

土・日に双葉町長塚の商店街を中心に開催されてき

ました。三春・いわき・高崎など、他地域のダルマ

も多く出されましたが、近年は双葉町のマークや太

平洋をイメージした青色をあしらったオリジナルの

双葉ダルマも売られるようになっています。

養蚕用具（大熊町）

福島県は、占くから良質な蚕種の産地として全国

的に知られ、特に近代以降は、殷家の副業として祗

蚕が広く奨励されました。双葉地方でも、かつて蚕

を飼育していた牒家は多く、蚕が桑の葉を食む音が

子ども時代の思い出という人も多いでしょう。桑の
こ まゆ

菜を取る桑かごや桑扱き、蚕を飼うワラダ、蚕に繭

を作らせるために使う回転マブシなどの祖蚕用具

は、現在は廃れてしまった近蚕の姿を伝えるもので

す。

清戸迫横穴古墳壁画（双葉町）

消戸迫76号横穴墓は、昭和42年に発見されま

した。渦巻文の右側で、片手を上げて立つ人物は、

この横穴墓の被葬者とも言われています。震災前

は、堅画を保護するために墓の毅屋が整えられ、特

定の公開日にはガラス越しですが壁画を見学するこ

とができました。

高松塚古墳のカビなどによる壁画の劣化が大きな

問題になったことは記悩に新しいですが、震災後も

今のところ清戸迫76号横穴墓ではカビなどの劣化

は確認されていないとのことです。



大化の改新以後、支配体制は、国造制から

律令制へと変わります。律令とは、今でいう

法令のことです。行政区画も改められ、国造

制で「国」と呼ばれだ範囲が律令制では「郡」

になります。染羽国・石城国も幾度かの変更

を経て、 帽羞郡． 籠羞郡となりました。明治

以降の双葉郡の名称は、この2郡に由来しま

す。およそ双葉町・大熊町は標葉郡、 富岡町

は楢葉郡に属していました。

各郡には 「倉厨篇」という役所や寺院が置か

れましたが、その権威を示すため瓦葺きの建

物でした。双葉町の郡山五番遺跡と富岡町の

小浜代遺跡から古代の瓦が出土しており、郡

山五番遺跡が郡街推定地、小浜代遺跡が寺院

跡などの可能性が考えられています。

記憶と記録

双葉町・大熊町・ 富岡町の各町では、町史

編棗事業をはじめ、 地域の歴史と文化を記録

していく様閃な試みが行われてきました。

例えば、ムラでの重要な事柄を記した区有

文書や、 個人の事績を伝える算額、その他の

史料、 写真や映像などは、その時代における

地域の「記録」として重要な資料です。

また、これらの記録類は、この地域で暮ら

してきた人閃の「記憶」 とも深く結びついて

い
冒胃・
相撲の化粧まわしと軍配（双葉町）

双菓町歴史民俗資料館の収蔵資料には、地域で行

われた化粧まわしや行事道具などがあります。双葉

町では太平洋戦争前まで、神社の祭礼などで草相撲

が盛んに行われ、周辺地域からも力自慢が集まりま
しこな

した。太平洋戦争を境に衰退しましたが、四股名が

剌繍された華やかな化粧まわしや軍配などからは、

かつての村祭りの賑わいが偲ばれます。

ヽ
郡山五番遺跡と小浜代遺跡（双葉町・富岡町）

郡山五番追跡は、 JR双菓駅の南西約 2畑の地点

にあります。昭和52~ 54年度に発掘調査が行わ
れ、 大型の建物跡が確認されました。出土した瓦は

奈良～平安時代のもので、瓦の文様から南相馬市原

町区の京塚沢窯跡で生産された可能性があります。

小浜代追跡は、 JR富岡駅の北側約 1kmの地点に

あります。昭和44~46年度に発掘調査が行われ、

奈良時代の瓦や奈良三彩片などが出土しています。

小浜代迫跡の性格は、寺院や官衝跡などの可能性が

考えられています。

（写真は、左が郡山五番迫跡、右が小浜代追跡の軒

丸瓦です。）

います。これらの「記録」を通して、生まれ

育った地域での「記憶」を呼び起こされると

いう人も多いでしょう。

3つの町では、 東日本大震災と原子力災害

の直後から、住民が県内外への避難を強いら

れています。大震災から3年半が経過した

今、長い歴史とともに培われた歴史と文化、

さまさまな地域の 「記憶」そして「記録」を、

どう残し、伝えていくかを、 私たちは考えて

いかなければなりません。

復元された算額（富岡町）

日本で独自に発達した数学を和算と言います。符

額は和算家が研究成果を神社等に奉納した絵馬で、

福島県は全国的にも符額が多いことで知られます。
お ら がはよ

富岡町小良ケ浜の和符家によって、明治26年

(1893)に地元の赤坂神社等に3点の覧額が奉納

されましたが、いずれもその後に焼失し、昭和58

年に復元されました。


